




要約:発達障害児の療育経過において、周産期検査情報の伝達の状況を調査し、その伝達

は十分でなく、さらに改善されるべきでることが分かった。早期ケアのために、早期診断

として遺伝子診断、胎内診断およぴ新生児期画像診断について、方法の改善や信頼性が追

求され、有用性が確認され、継続的利用システムが重視された。特に、低出生体重児では

脳損傷や感覚障害が生じやすく、脳損傷では、超音波と MRI 診断が有用であった。 コミ

ュニケーション能力の発達援助に関して、聴力障害では新しいスクリーニング法が検討さ

れた。乳幼児の音声の音響学的解析がなされ、発達障害児のことぱの表出機構が解析され、

解明が期待された。 さらに、血液内耳関門の発達が明らかにされ、臨床的のみならず基

礎的研究も重要であると考えられた。


